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高速道路などの整備によって成田空港への交通アクセスが年々進化している。
また、お客さま用駐車場を新設し、利便性が向上するとともに、

低価格高速バスや「Narita Air ＆ Bus！」によってお客さまのアクセスの選択肢がさらに多様化している。

　成田空港への交通アクセスが進化している。道路ア
クセスでは、6月2日に東京外かく環状道路（外環道）
の三郷南インターチェンジ（IC）と高谷ジャンクション

（JCT）間の延長15.5㎞が開通した。これにより外環道
は、埼玉・栃木・群馬などから都心を通ることなく千葉
の湾岸エリアを経由して成田空港にアクセスできるよう
になり、旅客・貨物の両面で利便性が向上した。
　成田空港に関係する高速道路の整備としては今後、
現在整備が進められている北千葉道路が将来的には
外環道と結ばれ、さらに利便性が向上することが期待
される。首都圏中央連絡自動車道（圏央道）では大栄
JCTと松尾横芝ICを接続する工事が進められており、
完成後はアクアラインを経由した横浜方面などからの
アクセスが大幅に向上する。
　自家用車で成田空港に来られるお客さまへの対応
として、空港内の駐車場の増設工事を進めている。こ
のうち第1ターミナル前のP1駐車場には、7月12日に新
たな立体駐車場がオープンし、収容可能台数が大幅に
拡大した。さらに、第2ターミナル前のP2駐車場でも新
たな立体駐車場の建設を進めており、2019年夏ごろの
オープンを予定している。
　7月にオープンしたP1の立体駐車場は、5
層6段構造で普通車770台を収容、そのう
ち障害者用駐車枠として20台分を確保して
いる。これによりP1駐車場全体での収容台
数は、従 来 の1200台 から1800台に1.5倍
拡大した。P2の立体駐車場も普通車700台
程度の規模を予定している。これによりP2
駐車場の収容台数は、現在の2400台から
3100台に拡大する。

◇
　JR成田エクスプレスや京成スカイライ
ナーなど、鉄道アクセスや自家用車ととも
に、高速バスも重要なアクセス手段のひとつ
として、さらにサービス水準が向上している。
　そのうち、低価格高速バスでは2017年12
月から「有楽町シャトル」が、成田空港（第2
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ターミナル）と東京駅鍛冶橋駐車場とを結ぶ新たな路
線の運行を開始し、車いす乗降専用のリフト付き高速
バスの実証運行路線として設定されている。現行ダイ
ヤでは空港発1日8本、空港行き同10本のうちの一部
を除いてリフト付きの車両を使用しており、一部の便は
ダブルデッカー（2階建てバス）となっているのも特徴。
これにより低価格高速バスは「東京シャトル」「THEア
クセス成田」「成田シャトル」と合わせて、4種類の路線・
サービスが提供されている。
　また、2015年夏に「成田空港から観光地へダイレク
ト！」の取り組みをスタートした「Narita Air ＆ Bus！」
では、3月16日から「仙台・松島」線が新たに加わった。
既存路線である成田空港-仙台線を、日本有数の観光
地の松島町まで延伸することで実現した。深夜の運行
が設定されているため、現地での滞在時間をより長く、
有効に使えるのが特徴である。
　なお、「Narita Air ＆ Bus！」のラインナップは日光線、
新潟線、富山-金沢線、京都-ユニバーサル・スタジオ・
ジャパンR線、富士山-富士急ハイランド線、東京ディズ
ニーリゾートR線と合わせて計7路線に拡大した。

高速道路の整備図

空港への交通アクセスがさらに充実

駐車場や道路整備などが進展し利便性が向上


